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　消防庁が作成している「令和6年版 消防白書」によ
ると、全国の住宅火災の発火源別死者数において「ス
トーブ」が２番目に死亡者数の多い発火源であると
の結果が出ています。さらに、ストーブの種類ごと
に分けると、電気ストーブ、石油ストーブ、ガスス
トーブの順で、死者数が多いとの結果も出ています。
　ストーブ火災の原因のほとんどは使用者の不注意
によるものです。次の４つのポイントに注意し火災
予防に心がけましょう。

　寝ている間の火災は気づきにくいため、避難や消
火が遅れやすいです。寝る前には必ずストーブのス
イッチを切りましょう。起きるタイミングで部屋を
暖めておきたい場合は、スイッチオンタイマーを活
用するなどの工夫をしてみましょう。

　ストーブの上に洗濯物を干
したり、布団や毛布を使いな
がら近くでストーブに当たる
のはやめましょう。

　カーテンは燃えやすいのに
加え、灯油ストーブなどでは
吸気口に張り付き、うまく燃
焼されない場合もあるため、
離れた場所に設置しましょう。

　スプレー缶には、「高温になる場所を避けること」
という表示がされており、缶の内部が高温になると
ガスが膨張し、破裂するおそれがあります。また、
そこから漏れたガスに引火し、火災につながるケー
スも少なくはありません。

ストーブ火災は命に関わるケースが多い……⁉

ストーブ火災を予防する４つのポイント

ストーブの種類別　火災予防のポイント

ストーブ火災に注意！

①燃えやすいものを
近くに置かない

②カーテンの近くに設置しない

③就寝時にはスイッチを切る ④スプレー缶などをストーブの上に置いたり、
　近くで使用しない

電気ストーブ
（ハロゲンヒーターなど） 灯油ストーブ ガスストーブ

　電気ストーブは灯油やガスなど
の燃料を使用しないため、家庭内
で火を使用している意識が薄れが
ちです。燃料を使用していなくて
も、熱源から紙や布に引火し火災
につながる恐れがあるのは他のス
トーブと同じです。「ストーブ火災
を予防する４つのポイント」を徹
底しましょう。

　給油は必ずストーブの火を完全
に消してから行い、給油後は灯油
タンクの蓋がしっかり閉まってい
るか確認しましょう。灯油をこぼ
してしまった場合は、引火につな
がりますので、必ず拭き取りま
しょう。また、古い灯油は器具の
不具合が生じる恐れがあるため使
わないでください。

　カセットボンベを使用するス
トーブは、ストーブ近くなどの高
温多湿になる場所でのボンベの保
管を避け、使用後のカセットボン
ベは注意書きのとおりにガス抜き
をしましょう。ガスコンセントに
つなげて使うストーブは、ホース
の劣化を確認し、ひび割れなどが
あれば交換しましょう。

たばこ
144 人
(14.1％ )

ストーブ 95 人（9.3％）

不明
54.2％

ローソク・灯明 21 人 (2.1％ )

まきストーブ ３人

マッチ・ライター 27 人 (2.6％ )

ガスストーブ ４人

こんろ 43 人 (4.2％ )
電気器具 79 人 (7.7％ )

電気ストーブ 47 人 石油ストーブ 41 人

【発火源別死者数「ストーブ」の内訳】

【住宅火災の発火源別死者数】
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